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  ３月２２日の山陽新聞の社説に「地域とのつながり継続を」という題で、岡山県外に就職や進学で出て

いった若者の Uターン就職率が低い（36.1%）ことが指摘されていました。また、岡山県内の大学生の県内就

職率も 43.8%で高くなく、特に、県外出身者が県外に就職する率が高いそうです。これらの現象は、岡山県

の若者の多くが、地域の魅力や企業・人などを知らないまま外に出ていき、外に出た若者に地域の情報が伝

わっていないため、自分が育った地域の魅力に気づかないまま県外で生活し、就職先の選択肢に入っていな

いことが原因のひとつにあるという内容でした。 

  

 この社説を読んだとき、「郷内学」の意義を再確認し、来年度から始まることをうれしく思いました。 

保育園・幼稚園から小学校・中学校までに地域のことを知り、地域の方々と触れ合いながら地域の方々の思

いを知る。そして、地域の方々にも子どもたちの考えていることや、学校園での活動を知っていただくこと

で、双方向のコミュニケーションを図ると共に、相互理解を深めることにつながると思ったからです。 

 

 

    

郷内学は、郷内地域の保育園、幼稚園、小学校、中学校と、地域の人々が一緒に作り上げていく 

 ものです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

      

 

 

 

（裏面に郷内学の全体構想があります。イメージしやすいと思いますのでご覧ください。） 

   

郷内学について 

「郷内学」とは、「郷内の子は郷内で育てる」という理念のもと、保育園・

幼稚園から小学校・中学校までが地域と連携し、ふるさとを愛するアイデンティテ

ィを育むことを目的とする学びの活動です。つまり、保育園から中学校を卒業する

までに、地域の人とかかわりながら、郷内の産業や歴史、施設など地域について知

り、地域の人々の思いに触れ、自分たちが地域の一員として、何ができるかを考え

ていく学びの活動です。 

 

保護者・地域の皆様にお願いしたいことは、学校園で、

「郷内学」の学習を進めていきますが、その活動の中で、地域の方々にご協力をお

願いすることもあります。その時には、郷内学の趣旨を御理解いただき、ご負担に

感じられない程度にご協力をお願いいたします。 

 

また、子どもたちが郷内地域に関心をもち、地域の一員としての自覚をもって成

長できますよう、ご家庭や地域で、郷内の史跡や昔の話や産業などについて、話題

にしていただけると、たいへんありがたいです。 

たとえば、今年度、2年生の人権学習で、「たんぽぽ団」の田辺さんに講演を

していただいた日に、家に帰ってその話を家族にしたところ、家族がとても興味を

もって聴いてくれたことがうれしかったと感じたその生徒は、自分が郷内のことを

もっと知り、家族にもっと郷内の魅力を知ってほしいと思ったと、感想に書いてい

ました。 

ぜひ、子どもたちと一緒に、地域みんなで郷内学を始めましょう！ 

 



 


